
資料１

１，５４１件 １，１７１件 １，０５１件

令和３年度　施策の進行管理に対する意見（令和２年度分）

令和４年度　施策評価（二次）結果（令和元年度～３年度分）

個別目標を達成するための施策展開（ロジックツリー）

３８．２分 ３８．２分

■めざす成果５－２－２

■めざす成果５－２－４

①
火災発生率（人口１万人あ
たりの火災発生件数）

２．１６件 １．９３件 １．６件 １．１件 ０件 ０件

消費生活センターの存在や役割
について知っている市民の割合

７９．０％ ７２％ ８０％ ８５．９％ ８３．０％

４９５．７灯 ５１０．５灯

③
安全安心サポーター活
動登録者数（累計）

２０１人 ２６２人 ２９６人 ３００人 ２６７人 ３００人

④
市域面積（㎢）あたりの防
犯灯設置数（累計）

４４９．６灯 ４８３．９灯 ４９０．７灯 ４９３．７灯

９８．６％ ９８．３％ ９８．７％ ９９．０％ ９９．３％

８４０件

３５５人

②

②

救命講習受講者資格取
得者数（累計）

３９，３６７人

① 交通人身事故発生件数 ９２２件 ８２４件 ６９６件

成果を計る主な指標

前期基本計画期間（Ｒ１～Ｒ５年度）

計画当初値
実績値

（Ｒ１）

健康領域 まちの健康

基本目標 ５

③
救急車の医療機関到着
までの所要時間

３８．２分 ３３．９分 ３５．１分 ３７．４分

②
交通安全教室等参加者
数（イベントを除く）

２３，２３６人 ２１，２１４人

③
シルバードライブチェック
実施者数（累計）

７１６件

９，４８６人 １１，４７０人

９８．８％

実績値
（Ｒ３）

中間目標値
（Ｒ３）

２４，０００人 ２４，４００人

最終目標値
（Ｒ５）

災害への対応力を高める

５－２ 暮らしの安全を守る

令和２年度　施策の進行管理に対する意見（令和元年度分）

１，６９０件 １，５４０件

■めざす成果５－２－１

５５．８％ ５８．９％ ５９．０％ ６０．０％

１，９９０件

①
以前に比べて、大和市の治安は
良くなったと思う市民の割合

②
年間犯罪認知（発生）
件数

令和４年度 施策評価（二次評価）

めざす成果５－２－１「犯罪の不安を感じることなく暮らしている」
①特殊詐欺への対策について、市が行っている録音機能付き電話機の購入補助の制度の実績等を示して市としても
特殊詐欺対策に取り組んでいることを対外的にアピールすることにより、特殊詐欺被害を抑制する一助になると考
えます。また、今後は、高齢化の進展に伴い被害件数が増加する可能性もあるため、他自治体の先進事例等を参考
にし、一層の対策に取り組んでください。

めざす成果５－２－２「交通事故の不安を感じることなく暮らしている」
②自転車に乗りながらスマートフォンを操作している人がいる状況を踏まえ、「大和市歩きスマホの防止に関する
条例」で規定している歩きスマホとともに、その危険性に関する啓発を継続的に行う必要があると考えます。

めざす成果５－２－３「安心して消費生活を送っている」
③成果を計る主な指標「消費生活相談の苦情件数のうち完結済みの割合」について、その算出においては解決・未
解決に関わらず相談業務の終了をもって完結済みとしており、計画当初値と目標値の差も比較的小さいため、実態
に沿った成果を把握することが難しいと思われます。そのため、解決まで至った件数等に基づく、成果を明確に確
認できる指標の設定について検討した上で改善に向けた取り組みを行うようにしてください。
④消費者トラブルについて、近年は通信販売に起因するものが増えてきていると推測されますので、情報社会での
消費者の安全性を高めるため、様々な機会を捉えて「賢い消費者」を増やすための啓発活動を行ってください。

めざす成果５－２－４「十分な消防力が整っている」
⑤消防団員の確保について、特に昼間の活動が難しい会社勤めの市民の増加といった課題があることに対し、各団
員の都合に応じて昼間・夜間で分担する仕組みの導入、学生からの応募促進等、新たな方策を検討する必要がある
と考えます。
⑥救急搬送に関連し、成果を計る主な指標「救急車の医療機関到着までの所要時間」について、令和３年度までの
各実績値はいずれも目標値を達成しているため、コロナ禍での救急搬送の実態を考慮すると実現は難しい可能性が
ありますが、より高い目標設定の検討を行ってください。また、救急車の適正利用が進んでいないとの報道が未だ
にある状況ですので、大和市でも適正利用の普及に向けて市民の意識啓発等の取り組みの充実が必要と考えます。

７８４件

５０５人５５人 １８４人 ２０４人 ２２２人

４６，７７２人 ２９１人 ４７，４２１人 ５５，０００人 ６２，８００人

８８．０％

■めざす成果５－２－３

①
消費生活相談の苦情件数の
うち完結済みの割合

安全で安心して暮らせるまち

個別目標

５－３ 航空機による被害を解消する

５－１

実績値
（Ｒ２）

５－２－２－１ 交通事故発生件数の減少を図る

個別目標 めざす成果 施策の展開

５－２ 暮らしの安全を守る ５－２－１－１ 犯罪発生件数の減少を図る５－２－１
犯罪の不安を感じることなく
暮らしている

５－２－２
交通事故の不安を感じること
なく暮らしている

５－２－４－２
火災などの被害を最小限にするた
め、迅速かつ効果的、効率的な活動
を行う

５－２－４ 十分な防災力が整っている

５－２－３－１５－２－３
安心して消費生活を送ってい
る

消費者取引に関する苦情などの解
決を図る

５－２－３－２
商品やサービスの提供における安
全・安心を確保する

５－２－４－１
市民、地域、事業者の火災対応力や
応急手当能力を強化する

【振り込め詐欺防止対策電話機等購入費補助制度の実績】

※本制度は平成30年10月より開始

※令和4年度は、10月末時点での申請数
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資料１

令和３年度　施策の進行管理に対する意見（令和２年度分）

令和４年度　施策評価（二次）結果（令和元年度～３年度分）

中間目標値
（Ｒ３）

最終目標値
（Ｒ５）

■めざす成果６－２－３

■めざす成果６－２－２

①
大和市は、良好な街並みが形成
されていると思う市民の割合

４６．７％

個別目標全体
⑦プロムナードにおける通行者数の測定のように定期的な実地での調査を実施した場合は、単なるルーチンワーク
として終えるのではなく、そこから得られたデータを市街地等の整備に活かすことが重要であるため、その考えを
後期基本計画に反映するようにしてください。

めざす成果６－２－１「市街地の整備が計画的に進んでいる」
⑧市街化調整区域の市街化区域編入について、内山地区においては基盤整備が十分になされることなく農地や空き
地が減少してしまったことを踏まえ、中央森林地区においては基盤整備を計画的に実施してください。
⑨成果を計る主な指標「プロムナードにおける１日あたりの通行者数」について、市全体の市街地整備の進捗状況
をより正確に把握するためには、大和駅周辺のみでなく、複数の場所で複数回にわたり測定する等、測定方法を見
直し、データの信頼性を向上させることが必要と考えます。
⑩大和駅東側のプロムナードについて、現状、南北方向の移動が不便であるため、今後、プロムナード沿いの店舗
の建て替え等の機会を捉えて通路を設置する等、回遊性の向上につながるように取り組むことが望ましいと考えま
す。

めざす成果６－２－２「良好なまち並みが形成されている」
⑪空き家については、防災、防犯、景観等、様々な点で問題となる可能性があるため、対策を検討する必要があり
ます。今後予定している空家等対策基本計画の策定に併せ、所有者の把握、利活用の促進、空き家発生の未然防止
等に一層取り組んでいくとともに、弁護士や宅建業界の人材を委員に加えた協議会の設置も進め、法的な問題にも
対応できる体制や相談窓口を整備してください。
⑫建築協定について、運営委員の高齢化等を理由に協定を更新しない地区があるという現状に対し、良好なまち並
みを維持するため、当該地区の住民等に協定の存在を継続的に周知して形骸化することを防ぎながら協定自体は自
動更新されるように規定する等、あらためて対応策を検討してください。
⑬「大和市開発事業の手続き及び基準に関する条例」は、大規模開発事業者と協力しながら街づくりを行うことに
対して一定の効果を上げていると考えます。

めざす成果６－２－３「道路や公園を快適に利用している」
⑭駐輪場の設置について、めざす成果６－３－２「自転車を快適に利用している」にも関連しますが、大きな駐輪
場がある大和駅周辺等においても違法駐輪が見られる状況であることを踏まえ、小規模な駐輪場の分散設置等、常
に駐輪場に余裕がある状態を維持し、誰もが必要とする時に利用できるようにしておく必要があると考えます。
⑮市内道路の混雑状況に関するデータを取得して渋滞箇所を特定したうえで、その対策を道路に係る計画に反映す
ることが望ましいと考えます。

６６．８％ ６６．８％

５１．０ha ５１．４ha

３．３９㎡ ３．３１㎡ ４．００㎡

① 都市計画道路の整備率 ６４．１％ ６４．４％ ６４．８％ ６５．１％

②
市民１人あたりの都市
公園面積

３．１９㎡ ３．２５㎡ ３．４２㎡

③
市街化区域内の都市公
園面積

４９．３ha ５０．９ha ５１．３ha ５１．４ha

５２．５％

６０．９％ ６１．２％

②
プロムナードにおける
１日あたりの通行者数

３１，９９２人 ３２，０３４人 ２７，０２４人 ２２，６７７人 ３２，９５０人

６０．５％
土地区画整理事業などによ
る市街地整備の割合

５８．０％ ６０．５％ ６０．５％

成果を計る主な指標

前期基本計画期間（Ｒ１～Ｒ５年度）

計画当初値

■めざす成果６－２－１

②
地区計画、建築協定、地区街づ
くり協定などルール化された面
積（累計）

１２５．４ha １２８．３ha １２７．９ha １２７．９ha １４９．２ha １５４．２ha

３３，６００人

実績値
（Ｒ１）

実績値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ３）

５４．５％ ５０．５％

①

令和４年度 施策評価（二次評価） 令和２年度　施策の進行管理に対する意見（令和元年度分）

個別目標

６－１ 環境を守り育てる

個別目標を達成するための施策展開（ロジックツリー）

６－２ 快適な都市の基盤を充実する

健康領域 まちの健康

基本目標 ６

６－３ 誰もが移動しやすい都市をつくる

環境にも人にも優しい快適な空間が整うまち

６－２－２
良好なまち並みが形成され
ている

６－２－３－２
市民に親しまれる公園づくりを推進
する

６－２－２－２ 美しい都市景観の形成を推進する

６－２－３
道路や公園を快適に利用し
ている

６－２－３－１
車両や歩行者の円滑な通行を確保
する

個別目標 めざす成果 施策の展開

６－２
快適な都市の基盤を充実す
る

６－２－１
市街地の整備が計画的に進
んでいる ６－２－１－１

土地利用等に関する市の基本方針
などに基づき、計画的なまちづくりを
行う

６－２－１－２

組合施行の区画整理事業を支援す
ることによって道路、公園等の公共
施設と良好な宅地を一体的に整備
する

６－２－１－３

６－２－２－１ 住環境の維持、改善を進める

渋谷（南部地区）土地企画整理事業
により、道路、公園等の公共施設と
良好な宅地を一体的に整備する

中心市街地である大和駅周辺を活
性化するために必要な整備を進める

６－２－１－４
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資料１

個別目標全体
⑯「誰もが移動しやすい都市をつくる」の実現には、健康づくりやSDGsの観点も踏まえながら徒歩や自転車で安全
かつ快適に外出できる環境を整えることが重要です。

めざす成果６－３－１「地域交通の利便性が確保されている」
⑰コミュニティバスに関連し、成果を計る主な指標としてコミュニティバスの年間の延べ利用者数を設定していま
すが、運行１回あたりの利用者数等、利用の実態を直感的に理解できる指標へと変更することを検討してくださ
い。また、現在のコミュニティバスの運行ルートは、駅から遠い場所、坂の多い場所等を通り、適切に設定されて
おり、特に高齢の方にとっては重要な足になっていると思われます。そのため、今後の高齢化の進展に伴い利用者
は一層増加すると予想されますので、市民にとっての利便性と市の財政負担のバランスを見極めながら運行の継続
に努めてください。

めざす成果６－３－２「自転車を快適に利用している」
⑱成果を計る主な指標である自転車の適正通行率の測定については、実態をより正確に把握できるよう、現在の大
和駅及び中央林間駅付近の２箇所からより多くの地点での実施を検討してください。また、自転車の適正通行を促
進するため、交差点での二段階右折用の待機場所設置など、自転車通行帯の整備を進め、歩行者も自転車も安全に
通行できるように道路を改善してください。
⑲自転車が関わる事故に対し、出会い頭の事故が多いのであれば交差点における一時停止の路面標示を充実する
等、可能な限り事故の原因や種類の分析を行い、警察等の関係機関と協力しながら、その原因等に応じた対策を立
てるようにして事故の一層の減少に向けて取り組んでください。

３５１台 １，３２０台 １，０００台

■めざす成果６－３－２

①

②
撤去が必要となる違法
駐輪の台数

１，７４７台 ８５５台 ３６１台

実績値
（Ｒ１）

実績値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ３）

最終目標値
（Ｒ５）

７９．０％ ８０．０％

②
コミュニティバスの利
用者数

７０１，０８１人 ７０４，５６２人 ５１５，６７１人 ５７９，９７１人 ７２５，０００人 ７３３，０００人

①
大和市は、公共交通機関を手軽
に利用できると思う市民の割合

７６．１％

令和４年度 施策評価（二次評価） 令和２年度　施策の進行管理に対する意見（令和元年度分）

個別目標

６－１ 環境を守り育てる

めざす成果６－３－２「自転車を安全で快適に利用している」
■「自転車の適正通行率」の指標は改善している。しかし夜間の無灯火運転や歩道上のスピード走行など状況は悪
化しているように実感している。本指標のみにとらわれず、自転車の安全利用を推進してもらいたい。

個別目標を達成するための施策展開（ロジックツリー）

６－２ 快適な都市の基盤を充実する

健康領域 まちの健康

基本目標 ６ 環境にも人にも優しい快適な空間が整うまち

６－３ 誰もが移動しやすい都市をつくる

令和３年度　施策の進行管理に対する意見（令和２年度分）

令和４年度　施策評価（二次）結果（令和元年度～３年度分）

自転車の適正通行率 ４８．４％ ５０．９％ ５８．１％ ６４．６％ ５１．４％ ５３．４％

８１．１％

成果を計る主な指標

前期基本計画期間（Ｒ１～Ｒ５年度）

計画当初値

■めざす成果６－３－１

中間目標値
（Ｒ３）

個別目標 めざす成果 施策の展開

６－３
誰もが移動しやすい都市をつ
くる

６－３－１
地域交通の利便性が確保さ
れている

６－３－１－１
日常生活の様々な場面に応じた移
動手段を用意する

６－３－２
自転車を安全で快適に利用
している

６－３－２－１
安全に自転車が利用できる環境や
快適な歩行空間を整える
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